
2023年1月11日（水）18：30～20：00（予定）

Ｚｏｏｍによるオンライン受講

広島大学病院臨床管理棟3F1会議室で受講（10名）

開催日時

開催方法

広島大学病院
がん医療従事者研修会

広島大学病院では，がん診療の質の向上及び専門的な知識の普及を目的とし，
がん医療に携わる医師・薬剤師・看護師等を対象とした研修を以下のとおり開催いたします。

「前立腺癌に対するロボット支援
根治的前立腺全摘除術の最前線」

お問い合わせ先：広島大学病院 医療支援グループ TEL 082-257-5934

広島大学大学院
医系科学研究科 腎泌尿器科学 教授

講演

（主催）広島大学病院（都道府県がん診療連携拠点病院）
（共催）中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム/広島大学がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン

日向 信之 先生

byo-renkei @ office.hiroshima-u.ac.jp

【申込方法】

①QRコード
申込フォームに入力後
送信してください

②メール
件名に「がん医療従事者研修会申込」
本文に所属施設・氏名・フリガナ・職名・参加方法

をご記載の上、下記アドレスに送信してください

※申込締切→12月26日(月)17:00 要申込以下のいずれかの方法でお申し込みください

根治的前立腺全摘除術は、限局性前立腺癌に対する全生存率と癌特異的生存率における優位性が、保
存的治療と比較し前向き無作為化比較試験において証明された唯一の治療法である。近年その術式の
ゴールドスタンダードは古典的な開放手術から拡大三次元明視野と7自由度を併せ持ち、コンピューター制
御された容易な鉗子操作を特徴としたロボット支援手術へと変容した。
最初のロボット支援根治的前立腺全摘除術（Robot-assisted radical prostatectomy; RARP）の報告は2001年
になされた。2002年にMenonらがその手技を確立すると、RARPは欧米を中心に爆発的な普及をみせた。
2012年には本邦でもRARPが保険収載され、現在は本邦でもRARPが前立腺癌患者に対する標準術式として
広く実施されている。このRARPのエビデンスとしては開放根治的前立腺全摘除術（ORP）とRARPとを比較した
無作為化比較試験（RCT）の結果が報告されており、腫瘍制御についてはRCTにおいて生化学的再発率は
ORPで9%、RARPで3％であり、同等性解析ではRARPとORP間の同等性は確立されず、優越性解析ではRARP
群において有意に良好であった（p=0.02）。術後合併症に関してはRCTの結果ではRARP群4%、ORP群9%でほ
ぼ同等であり(p=0.052)、術後尿禁制に関しては術後6週、12週、24週時点での排尿関連QOLはRARP群と
ORP群に有意差を認めず、術後男性機能は術後6週、12週、24週時点でRARP群とORP群はほぼ同等であっ
た。また、複数報のコホート研究のメタアナリシスが報告されており、RARPとORPとの間で制癌性については
同等であると報告されている。また、RARP群に周術期合併症が少ないと報告されており、術後尿禁制および
術後男性機能に関してはRARP群の方が良好であると報告されている。

RARPの普及に伴い、術中に不充分な視野での盲目的な操作を余儀なくされる機会は殆ど消失し、術中の

全行程において直視下に解剖学的根拠に基づいた手術操作を行う事が求められることとなった。このように
もはや本邦でも標準術式となったRARPではあるが、骨盤内の外科解剖にはいまだに未解明な部分も多く、
根治性と機能温存をより両立させるための研究が進行中である。

ハイブリッド開催

今回会場定員10名のため、定員に達した場合は
オンライン開催のみの募集へ切り替えさせていただきます。


